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【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　同一のストレージエリアネットワークＳＡＮに接続された少なくとも２つのネットワー
クストレージ装置を備え、ここで、
　少なくとも１つのネットワークストレージ装置が、グローバルボリュームと各ネットワ
ークストレージ装置におけるローカルボリュームとのマッピング関係を維持し、グローバ
ルボリュームへのアクセスをそのグローバルボリュームに対するグローバルボリューム管
理ユニットが所属するネットワークストレージ装置にリダイレクトするための装置管理ユ
ニットを備え、そして、
　複数のネットワークストレージ装置が、グローバルボリュームとローカルボリュームと
のマッピング関係に基づいて、グローバルボリュームへのアクセス操作を行うためのグロ
ーバルボリューム管理ユニットを備え、
　前記の、グローバルボリュームへのアクセスをそのグローバルボリュームに対するグロ
ーバルボリューム管理ユニットが所属するネットワークストレージ装置にリダイレクトす
ることとは、アクセスを開始したアクセスクライアントに、アクセスされるグローバルボ
リュームに対するグローバルボリューム管理ユニットが所属するネットワークストレージ
装置のアドレスを返信し、アクセス要求が、前記アクセスクライアントから、当該ネット
ワークストレージ装置に直接に送信されることを意味していることを特徴とする、仮想化
ネットワークストレージシステム。
【請求項２】
　１つ以上のネットワークストレージ装置が装置管理ユニットを備えている場合には、そ
の中の１つは、メイン装置管理ユニットとされ、グローバルボリュームへのアクセスのリ
ダイレクトを行い、且つ装置管理ユニット又はグローバルボリューム管理ユニットが所属
するネットワーク装置におけるグローバルボリュームとローカルボリュームとのマッピン
グ関係を同期させるのに用いられ、その他のものは、バックアップ装置管理ユニットとさ
れ、メイン装置管理ユニットが故障した際にその中の１つがメイン装置管理ユニットに昇
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格されるのに用いられることを特徴とする、請求項１に記載の仮想化ネットワークストレ
ージシステム。
【請求項３】
　少なくとも１つのネットワークストレージ装置は、１つのメイングローバルボリューム
管理ユニットと少なくとも１つのバックアップグローバルボリューム管理ユニットとを備
え、ここで、メイングローバルボリューム管理ユニットは、そのグローバルボリュームへ
のアクセスを実行するために用いられ、バックアップグローバルボリューム管理ユニット
は、メイングローバルボリューム管理ユニットが故障した際にその中の１つをメイングロ
ーバルボリューム管理ユニットに昇格されるために用いられ、
　グローバルボリューム管理ユニットに、メインとバックアップとの切り替えが発生した
後に、装置管理ユニットは、そのグローバルボリュームへのアクセスを、現時点のメイン
グローバルボリューム管理ユニットにリダイレクトすることを特徴とする、請求項１又は
２に記載の仮想化ネットワークストレージシステム。
【請求項４】
　同一のＳＡＮに接続される少なくとも２つのネットワークストレージ装置を備え、各ネ
ットワークストレージ装置のそれぞれが、装置管理ユニットと、グローバルボリューム管
理ユニットとを備え、ここで、
　装置管理ユニットは、所属するネットワーク装置の稼動状態の情報を相互交換するのに
用いられ、その中の１つはメイン装置管理ユニットとされ、各ネットワークストレージ装
置におけるグローバルボリュームとローカルボリュームとのマッピング関係を同期させ、
グローバルボリュームへのアクセスをそのグローバルボリュームに対するグローバルボリ
ューム管理ユニットの所属するネットワークストレージ装置にリダイレクトするのに用い
られ、その他のものは、バックアップ装置管理ユニットとされ、メイン装置管理ユニット
が故障した際にその中の１つがメイン装置管理ユニットに昇格されるのに用いられ、
　グローバルボリューム管理ユニットは、グローバルボリュームとローカルボリュームと
のマッピング関係に基づいて、グローバルボリュームへのアクセス操作を実行するのに用
いられ、
　前記の、グローバルボリュームへのアクセスをそのグローバルボリュームに対するグロ
ーバルボリューム管理ユニットの所属するネットワークストレージ装置にリダイレクトす
ることとは、アクセスを開始したアクセスクライアントに、アクセスされるグローバルボ
リュームに対するグローバルボリューム管理ユニットが所属するネットワークストレージ
装置のアドレスを返信し、アクセス要求が、前記アクセスクライアントから、当該ネット
ワークストレージ装置に直接に送信されることを意味していることを特徴とする、仮想化
ネットワークストレージシステム。
【請求項５】
　前記装置管理ユニット間で相互交換する稼動状態の情報は、ネットワークストレージ装
置の負荷パラメータを含み
　メイン装置ユニットは、アクセスされるグローバルボリュームに対するグローバルボリ
ューム管理ユニットとして、負荷パラメータにより、ネットワークストレージ装置のグロ
ーバルボリューム管理ユニットを選択することを特徴とする、請求項４に記載の仮想化ネ
ットワークストレージシステム。
【請求項６】
　前記アクセスされるグローバルボリュームに対するグローバルボリューム管理ユニット
、及びそのグローバルボリュームに対してマッピング関係を持つローカルボリュームは、
同一のネットワークストレージ装置に存在することを特徴とする、請求項５に記載の仮想
化ネットワークストレージシステム。
【請求項７】
　前記ネットワークストレージ装置には、ｉＳＣＳＩ（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｓｍａｌｌ　
Ｃｏｍｐｕｔｅｒ　Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）プロトコルが採用されており、
メイン装置管理ユニットが所属するネットワークストレージ装置は、グローバルボリュー
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ムへのアクセスを受信するための仮想化ネットワークアドレスを有し、前記グローバルボ
リュームへのアクセスに対するリダイレクトはｉＳＣＳＩリダイレクトプロトコルに従っ
て実現されることを特徴とする、請求項４～６のいずれか１項に記載の仮想化ネットワー
クストレージシステム。
【請求項８】
　前記各ネットワークストレージ装置のそれぞれがデータアクセス管理ユニットを備えて
おり、異なるネットワークストレージ装置間でのローカルボリュームへのアクセスのため
の通信インターフェースとして用いられ、予め定められたプロトコルに従って、グローバ
ルボリューム管理ユニットの異なるネットワークストレージ装置に存在するローカルボリ
ュームへのアクセス要求及びアクセス結果の転送と受信が行われることを特徴とする、請
求項７に記載の仮想化ネットワークストレージシステム。
【請求項９】
　前記グローバルボリュームとローカルボリュームとのマッピング関係は、組み込みデー
タベースにより実現されることを特徴とする、請求項４に記載の仮想化ネットワークスト
レージシステム。
【請求項１０】
　装置管理ユニットを備え、その他のネットワークストレージ装置と仮想化ストレージシ
ステムの稼動情報を相互交換し、グローバルボリュームへのアクセスを、そのグローバル
ボリュームへのアクセス操作を実行するネットワークストレージ装置にリダイレクトする
ために用いられ、前記稼動情報の相互交換は、仮想化ネットワークストレージシステムの
グローバルボリュームとローカルボリュームとのマッピング関係を同期させることを含み
、前記の、グローバルボリュームへのアクセスを、そのグローバルボリュームへのアクセ
ス操作を実行するネットワークストレージ装置にリダイレクトすることとは、アクセスを
開始したアクセスクライアントに、アクセスされるグローバルボリュームに対するグロー
バルボリューム管理ユニットが所属するネットワークストレージ装置のアドレスを返信し
、アクセス要求が、前記アクセスクライアントから、当該ネットワークストレージ装置に
直接に送信されることを意味していることを特徴とする、仮想化ネットワークストレージ
システム用のネットワークストレージ装置。
【請求項１１】
　前記ネットワークストレージ装置は更にグローバルボリューム管理ユニットを備えてお
り、グローバルボリュームとローカルボリュームとのマッピング関係に基づいて、グロー
バルボリュームへのアクセス操作を実行するために用いられることを特徴とする、請求項
１０に記載の仮想化ネットワークストレージシステム用のネットワークストレージ。
【請求項１２】
　前記仮想化ストレージシステムの稼動情報は、ネットワークストレージ装置の負荷パラ
メータを含み、
　前記グローバルボリュームへのアクセスを実行するネットワークストレージ装置が、前
記装置管理ユニットによって、各ネットワークストレージ装置の現時点の負荷パラメータ
に基づいて特定されることを特徴とする、請求項１０又は１１に記載の仮想化ネットワー
クストレージシステム用のネットワークストレージ装置。
【請求項１３】
　前記ネットワークストレージ装置にはｉＳＣＳＩプロトコルを採用し、
　前記ネットワークストレージ装置は、少なくとも２つのインターネットプロトコルＩＰ
アドレスを有し、その１つはネットワークストレージシステムの仮想ＩＰアドレスであり
、ネットワークストレージシステムのグローバルボリュームへの最初のアクセスのために
用いられ、もう１つはそのネットワークストレージ自身のＩＰアドレスであり、ｉＳＣＳ
Ｉプロトコルによるリダイレクトを行ってから、グローバルボリュームへの後続のアクセ
スを行うために用いられることを特徴とする、請求項１２に記載の仮想化ネットワークス
トレージシステム用のネットワークストレージ装置。
【請求項１４】
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　前記ネットワークストレージ装置は更にデータアクセス管理ユニットを備えており、予
め定められたプロトコルに従って、グローバルボリューム管理ユニットの異なるネットワ
ークストレージ装置に存在するローカルボリュームへのアクセス要求及びアクセス結果の
転送と受信を行うために用いられることを特徴とする、請求項１３に記載の仮想化ネット
ワークストレージシステム用のネットワークストレージ装置。
【請求項１５】
　ストレージ管理装置と、少なくとも２つのネットワークストレージ装置とを備え、ここ
で、
　ストレージ管理装置は、ネットワークストレージシステムのグローバルボリュームと各
ネットワークストレージ装置におけるローカルボリュームとのマッピング関係を維持し、
グローバルボリュームへのアクセスをそのグローバルボリュームに対するグローバルボリ
ューム管理ユニットが所属するネットワークストレージ装置にリダイレクトするのに用い
られ、
　少なくとも１つのネットワークストレージ装置はグローバルボリューム管理ユニットを
備えており、グローバルボリュームとローカルボリュームとのマッピング関係に基づいて
、グローバルボリュームへのアクセス操作を実行するために用いられ、
　前記の、グローバルボリュームへのアクセスをそのグローバルボリュームに対するグロ
ーバルボリューム管理ユニットが所属するネットワークストレージ装置にリダイレクトす
ることとは、アクセスを開始したアクセスクライアントに、アクセスされるグローバルボ
リュームに対するグローバルボリューム管理ユニットが所属するネットワークストレージ
装置のアドレスを返信し、アクセス要求が、前記アクセスクライアントから、当該ネット
ワークストレージ装置に直接に送信されることを意味していることを特徴とする、仮想化
ネットワークストレージシステム。
【請求項１６】
　各ネットワークストレージ装置のそれぞれが更にデータアクセス管理ユニットを備えて
おり、異なるネットワークストレージ装置間のローカルボリュームへのアクセスのための
通信インターフェースとして、予め定められたプロトコルに従って、グローバルボリュー
ム管理ユニットの、異なるネットワークストレージ装置に存在するローカルボリュームに
対するアクセス要求及びアクセス結果の転送と受信を行うために用いられることを特徴と
する、請求項１５に記載の仮想化ネットワークストレージシステム。
【請求項１７】
　少なくとも２つのネットワークストレージ装置を備え、以下のステップ：
　メインネットワークストレージ装置として、１つのネットワークストレージ装置を特定
すること、
　メインネットワークストレージ装置は、グローバルボリュームへのアクセスを受信する
と、それをそのグローバルボリュームへのアクセス操作を担当するネットワークストレー
ジ装置にリダイレクトすること、
　そのグローバルボリュームへのアクセスを担当するネットワークストレージ装置は、グ
ローバルボリュームと各ネットワークストレージ装置におけるローカルボリュームとのマ
ッピング関係に基づいて、グローバルボリュームへのアクセス操作を実行すること
　を含み、
　前記の、グローバルボリュームへのアクセスを受信すると、それをそのグローバルボリ
ュームへのアクセス操作を担当するネットワークストレージ装置にリダイレクトすること
とは、アクセスを開始したアクセスクライアントに、アクセスされるグローバルボリュー
ムに対するグローバルボリューム管理ユニットが所属するネットワークストレージ装置の
アドレスを返信し、アクセス要求が、前記アクセスクライアントから、当該ネットワーク
ストレージ装置に直接に送信されることを意味していることを特徴とする、ネットワーク
ストレージシステムの仮想化方法。
【請求項１８】
　前記方法は更にメインネットワークストレージ装置が各ネットワークストレージ装置に



(5) JP 2008-542887 A5 2011.1.6

おけるグローバルボリュームとローカルボリュームとのマッピング関係を同期させること
を含むことを特徴とする、請求項１７に記載のネットワークストレージシステムの仮想化
方法。
【請求項１９】
　前記方法は更に各ネットワークストレージ装置がその稼動状態の情報を相互交換するこ
とを含み、
　前記方法は更にメインネットワークストレージ装置が故障した際に、その他のネットワ
ークストレージ装置の中の１つがその代わりに稼動することを含むことを特徴とする、請
求項１８に記載のネットワークストレージシステムの仮想化方法。
【請求項２０】
　前記稼動状態の情報は、ネットワークストレージ装置の負荷パラメータを含み、
　前記方法はまた、ネットワークストレージ装置がグローバルボリュームへのアクセスの
リダイレクトを行う前に、もし現時点でそのグローバルボリュームへのアクセスを担当し
ているネットワークストレージ装置がなければ、メインネットワークストレージ装置が負
荷パラメータに基づいて、グローバルボリュームへのアクセスを担当するネットワークス
トレージ装置を指定することを含むことを特徴とする、請求項１９に記載のネットワーク
ストレージシステムの仮想化方法。
【請求項２１】
　前記ネットワークストレージ装置はｉＳＣＳＩプロトコルを採用し、
　前記メインネットワークストレージ装置は、ネットワークストレージシステムのグロー
バルボリュームへのアクセスを受信するための仮想ＩＰアドレスを有し、
　前記メインネットワークストレージ装置が故障した際に、その他のネットワークストレ
ージ装置の１つがその代わりに稼動することは、元のメインネットワークストレージ装置
の仮想ＩＰアドレスをその代わりに稼動するネットワークストレージ装置に配置すること
を含むことを特徴とする、請求項１９に記載のネットワークストレージシステムの仮想化
方法。
【請求項２２】
　前記のグローバルボリュームへのアクセスを担当するネットワークストレージ装置がそ
のグローバルボリュームへのアクセス操作を実行することは、具体的に、
　グローバルボリュームとローカルボリュームとのマッピング関係に基づいて、そのグロ
ーバルボリュームへのアクセスを少なくとも１つのローカルボリュームへのアクセスに分
解し、
　アクセスしようとするローカルボリュームが所属するネットワークストレージ装置に、
ローカルボリュームへのアクセス要求を発信し、
　受信したローカルボリュームへのアクセス結果をそのグローバルボリュームへのアクセ
ス結果に組み合わせて、そのアクセス結果を返信することであることを特徴とする、請求
項１７～２１のいずれか１項に記載のネットワークストレージシステムの仮想化方法。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４２】
　ネットワークストレージシステムが採用するプロトコルに対して、装置管理ユニット２
２２は、異なる方法を使ってグローバルボリュームへのアクセスについてリダイレクトを
行うことができる。例えば、アクセスを開始したアクセスクライアントに、アクセスされ
るグローバルボリュームに対するグローバルボリューム管理ユニットが所属するネットワ
ークストレージ装置のアドレスを返信することができる。アクセス要求が、前記アクセス
クライアントから、当該ネットワークストレージ装置に直接に送信される。
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